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第７節 日照阻害

都市計画対象道路事業実施区域及びその周辺には住居等の保全対象が存在し、土地及

び工作物の存在及び供用に伴う道路（嵩上式）の存在に係る影響が考えられるため、日

照阻害の調査、予測及び評価を行った。

7.1 道路（嵩上式）の存在に係る日照阻害

7.1.1 調査結果の概要

1) 調査した情報

調査項目は、以下のとおりである。

(1) 住居等の状況

・住居等の立地状況

・中高層建築物の位置

(2) 地形の状況

・住居等の立地する土地の高さ

・周辺地域に著しい日影の影響を及ぼす地形の位置

2) 調査の手法

(1) 既存資料調査

既存の文献その他の資料による情報の収集及び当該情報の整理により行った。

(2) 現地調査

現地調査は目視で住宅の位置、立地状況及び周辺地域に著しい日影の影響を及ぼす

地形の有無を把握した。

3) 調査地域及び調査地点

調査地域は、道路構造が橋梁あるいは高架であり、日照阻害を及ぼすと予想される

範囲（冬至日の午前８時から午後４時までの間に日影が生じる範囲）において、住居

等の保全対象が立地、あるいは立地が計画されている地域とした。

調査地点は、日照の特性を踏まえて調査地域における日照に係る環境影響を予測、

評価するために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる地点とした。

調査地点は、表8-7-1及び図8-7-1に示すとおりである。
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表8-7-1 調査地点

番号 調査地点 道路構造 保全対象

１ 甲府市桜井町 橋梁 住居等

２ 甲斐市牛句 橋梁 住居等

３ 甲斐市団子新居 橋梁 住居等

４ 甲斐市宇津谷 橋梁 住居等

4) 調査期間等

文献調査は、最新の資料が入手可能な時期に行った。

現地調査は、平成18年12月19日に行った。
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図8-7-1  道路（嵩上式）の存在に係る

　　　　 日照阻害調査位置図
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5) 調査結果

(1) 住居等の状況

調査結果は、表8-7-2に示すとおりであり、調査地域に著しい日影の影響を及ぼす

おそれのある中高層建築物は存在しない。

表8-7-2 住居等の状況及び地形の状況の調査結果

番号 調査地域 高架・橋梁構造物から住居等の 住居等の状況
立地箇所までの距離

注）

１ 甲府市桜井町 25ｍ～100ｍ 50数軒の１～２階建て木造住
居が立地

２ 甲斐市牛句 44ｍ～ 96ｍ 数軒の１～２階建て木造住居
と事務所が立地

３ 甲斐市団子新居 42ｍ～115ｍ 10数軒の１～２階建て木造住
居が立地

４ 甲斐市宇津谷 8ｍ～ 90ｍ 60数軒の１～２階建て木造住
居と事務所６軒が立地

注）「距離」は道路敷地境界から住居立地箇所までの距離を示す。

(2) 地形の状況

調査地域は扇状地、山地斜面或いは谷底平野にあたり、住居等は起伏に富む地形上

に点在している。

7.1.2 予測の結果

1) 予測の手法

道路（嵩上式）の存在に係る日照阻害の予測は、「道路環境影響評価の技術手法

国土技術政策総合研究所資料第392号」（平成19年６月 国土技術政策総合研究所）に

基づいて行った。

(1) 予測手順

予測手順は図8-7-2に示すとおりである。

予測方法は、等時間の日影線を描いた日影図の作成による方法を用いた。
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図8-7-2 日照阻害の予測手順

(2) 予測式

太陽の高度・方位及び高架構造物等の高さ・方位等を用いた理論式を用いた。

Ｌ＝Ｈ･cotＺ･cos(θ－α)

ここで、

Ｌ：高架構造物の道路延長方向に垂直な方向における高架構造物の端から日影線

までの水平距離(ｍ)

Ｈ：高架構造物の高さ(ｍ)（道路構造物に遮音壁等が設置される場合にはその天

端の高さ、設置されない場合には高欄の高さ）

Ｚ：太陽高度(°)

θ：太陽の方位角(°)

α：高架構造物の道路延長方向に垂直な方向が北からなす角度（高架構造物の延

長方向が西からなす角度）(°)（右回りを正とする）

なお、Ｚ及びθは、以下の式により求めた。

sinＺ ＝ sinψ･sinδ＋cosψ･cosδ･cost

sinＺ･sinψ－sinδ
cosθ ＝

cosＺ･cosψ

ここで、

ψ：その地方の緯度(°)

δ：太陽の赤緯(°)（冬至における値は－23°27′）

ｔ：時角(°)（１時間について15°の割合で、真太陽時における12時を中心にと

った値。午前は負、午後は正となる）

出典：「道路環境影響評価の技術手法 国土技術政策総合研究所資料第392号」
（平成19年６月 国土技術政策総合研究所）

高架構造物の高さ
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太陽の赤緯
時角

道路延長方向に垂直な
方向が北からなす角度

太陽高度
太陽の方位角

高架構造物から日影線までの距離

等時間日影線
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2) 予測地域及び予測地点

予測地域は、調査地域のうち、住居等の保全対象、又は将来これらの立地予定があ

る箇所を含む地域とした。予測地点は、予測地域のうち最も近接する住居の位置とし

た。

表8-7-3 日照阻害の予測地域

番号 予測地域 道路構造

１ 桜井IC周辺 橋梁

２ 牛句IC周辺 橋梁

３ 甲斐IC・JCT周辺 橋梁

４ 宇津谷交差点周辺 橋梁
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3) 予測の対象時期

予測の対象時期は、高架構造物の設置完了後における冬至日とし、予測対象時間帯

は、真太陽時の８時～16時までの８時間とした。

4) 予測条件

予測の条件として、「公共施設の設置に起因する日陰により生ずる損害等に係る費

用負担について」（昭和51年建設省計用発第４号）に基づき、予測地域における予測

高さ及び等時間日影線の作成時間を設定した。

適用される規定等の概要を表8-7-4に、予測高さ及び等時間日影線の作成時間を

表8-7-5に示す。

表8-7-4 適用される規定等の概要

公共施設注1）

番号 予測地域 都市計画用途地域
階数 日陰時間注２）

１ 桜井IC周辺 無指定 2階 5時間

２ 牛句IC周辺 第一種低層住居専用地域 1階 4時間

３ 甲斐IC・JCT周辺 無指定 2階 5時間

４ 宇津谷交差点周辺
第一種中高層住居専用地域 2階 4時間

第一種住居地域 2階 5時間

注1）「公共施設の設置に起因する日陰により生ずる損害等に係る費用負担について」（昭和51年建設
省計用発第４号）

注2）用途の区分に応じて、日影となる部分がその時間以上生じないようにしなければならない時
間。

注3）網掛けの市街化調整区域における規制等は、地域の状況に応じて用途地域の区分に準じて取り
扱うとされており、ここでは、第一種住居地域、第二種住居地域、準住居地域における値を示
した。

表8-7-5 予測高さ及び等時間日影線の作成時間

番号 予測地域 予測高さ 等時間日影線の作成時間

１ 桜井IC周辺 4.0ｍ 5時間

２ 牛句IC周辺 1.5ｍ 4時間

３ 甲斐IC・JCT周辺 4.0ｍ 5時間

４ 宇津谷交差点周辺 4.0ｍ 4時間、5時間
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5) 予測結果

道路（嵩上式）の存在に係る日照阻害の予測結果は、表8-7-6及び図8-7-4に示すと

おりである。

予測値は、いずれの地点でも「公共施設の設置に起因する日陰により生ずる損害等

に係る費用負担について」（昭和51年建設省計用発第４号）の基準以下である。

表8-7-6 日照阻害の予測結果

地点 予測地点 予測高さ 地形による 高架構造物設置後 公共施設注2）

番号 日影時間 の日影時間注1)

１ 桜井IC周辺 4.0ｍ 地形の影響なし 日影は生じない 2階で5時間

２ 牛句IC周辺 1.5ｍ 地形の影響なし 1時間以内 1階で4時間

３ 甲斐IC・JCT周辺 4.0ｍ 地形の影響なし 日影は生じない 2階で5時間

4時間以内 2階で4時間

４ 宇津谷交差点周辺 4.0ｍ 地形の影響なし

3時間以内 2階で5時間

注1）予測地域のうち、道路に最も近接する住居位置における日影時間である。
注2）「公共施設の設置に起因する日陰により生ずる損害等に係る費用負担について」（昭和51年建設省

計用発第４号）
注3）宇津谷交差点については、第一種中高層住居専用地域は「二階高さにおいて日陰時間が四時

間を超えないこと」、第一種住居地域は「二階高さにおいて日陰時間が五時間を超えないこ
と」を参考とした。

注4）桜井IC周辺、甲斐IC・JCT周辺については都市計画法に基づく用途地域の定めがない地域で
あることから、地域の状況に応じて「二階高さにおいて日陰時間が五時間を超えないこと」
を参考とした。



32
3.0

13
. 07第
二
増
圧

ポ
ン
プ
場

36
33
0.7

34
0.6

32
0
32
0
32
0
32
0
32
0

3
. 10
4

. 282
4

. 872
3

72
. 52

大
蔵
経
寺
山
トン
ネ
ル

28
8.7

西
関
東
連
絡
道
路

桜
井
跨
道
橋

東
禅
寺

172
.6

. 272
0

28
0

. 572
1

2
. 36
6

2
. 86
9

. 862
2

. 262
1

桜
井
町
公
民
館

P

26
8.3

三
島
神
社

増
圧
ポ
ン
プ
場

26
3.0

P

162
.6

162
.9

2
. 36
3

26
2.7

P

762
.2

62
. 15

262
.1

. 572
4

62
. 39

362
.8

桜
井
橋

. 462
9

26
3.1

. 272
1

. 862
8

72
3.6

桜
井
町
公
民
館

562
.7

2
. 66
2

. 962
3

62
. 62
山
梨

26
. 44

　
　

. 162
1

2
. 16
9

桜
井
町

26
1.5. 362
3

262
.5

P

道国

.162
9

桜
井
町
公
民
館
別
館

１４０号26
1.7

26
. 19

26
1.8

会ハ
ウ
ス

. 362

1

32
3.0

13
. 07第
二
増
圧

ポ
ン
プ
場

36
33
0.7

34
0.6

32
0
32
0
32
0
32
0
32
0

3
. 10
4

. 282
4

. 872
3

72
. 52

大
蔵
経
寺
山
トン
ネ
ル

28
8.7

西
関
東
連
絡
道
路

桜
井
跨
道
橋

東
禅
寺

172
.6

. 272
0

28
0

. 572
1

2
. 36
6

2
. 86
9

. 862
2

. 262
1

桜
井
町
公
民
館

P

26
8.3

三
島
神
社

増
圧
ポ
ン
プ
場

26
3.0

P

162
.6

162
.9

2
. 36
3

26
2.7

P

762
.2

62
. 15

262
.1

. 572
4

62
. 39

362
.8

桜
井
橋

. 462
9

26
3.1

. 272
1

. 862
8

72
3.6

桜
井
町
公
民
館

562
.7

2
. 66
2

. 962
3

62
. 62
山
梨

26
. 44

　
　

. 162
1

2
. 16
9

桜
井
町

26
1.5. 362
3

262
.5

P

道国

.162
9

桜
井
町
公
民
館
別
館

１４０号26
1.7

26
. 19

26
1.8

会ハ
ウ
ス

. 362

1

Ｓ＝１：３,０００

0 25 50 75 100m

2時間

3時間

1時間

4時間

5時間

1時間

図 8-7-4（1）　等時間日影線図（桜井 IC 周辺）：予測範囲
：等時間日影線(予測高さ4.0ｍ)
：予測地点

8-7-10



町町

7

0

7

0

339.2

山宮町

339.2

山宮町

山身代不動尊
山身代不動尊

400.6

365.3 365.3

400.6

350.4 350.4

354.9 354.9

348.3

345.7

348.3

345.7

346.8

341.6

353.0

341.6

346.8

353.0

347.1 347.1

主要地方道甲府・昇仙峡線
主要地方道甲府・昇仙峡線

348.6 348.6

358.3 358.3

346.6

348.2 348.2

346.6

343.4 343.4

341.4

383.3 383.3

341.4

346.6 346.6

343.1
%%U荒川
%%U荒川343.1

343.4 343.4

金石橋 金石橋

343.2 343.2

337.7 337.7

336.8 336.8

333.0 333.0

396.0 396.0

349.6

347.3

349.6

347.3

356.6 356.6

352.6 352.6

377.2

356.1 356.1

377.2

370

386.2 386.2

370

378.8 378.8

石材部敷島工場

369.4

402.9

369.4

402.9

石材部敷島工場

牛句牛句

下桑木原 下桑木原

39
0

382.9 382.9

39
0

400.9

391.9

敷島緑陽園

399.2 399.2

391.9

400.9

敷島緑陽園

38
0

399.5

38
0

399.5

340.9

甲府北 甲府北

340.9

342.9

342.7

342.9

342.7

アピオセレモニーホール

371.9

343.0

アピオセレモニーホール

343.0

371.9

343.9

348.4

諏訪神社

343.9

348.4

諏訪神社

345.5

県道敷島・竜王線

345.5

県道敷島・竜王線

345.4 345.4

362.9 362.9

376.2 376.2

354.9 354.9

348.8 348.8

長光寺 長光寺

A
=4
0

R=50

A=40 R=800

A
=40

A=5
0

R=45

R
=4
00

R
=
40

A=
45

1

0

2

3

2

R
=50

0

R=
∞

R=∞

341.40341.40

4

00

R=57

A
= 4
0

A=
50

A
=40 R

=
55

A=5
0

R=800

1

2

3

2

R=400
A=40

R=50

3

町町

398.7

350

398.7

350

339.2

山宮町
339.2

山宮町

田山身代不動尊 田山身代不動尊

400.6

365.3 365.3

400.6

350.4 350.4

354.9 354.9

348.3

345.7

348.3

345.7

346.8

341.6

353.0

341.6

346.8

353.0

347.1 347.1

主要地方道甲府
・昇仙峡線

主要地方道甲府
・昇仙峡線

348.6 348.6

358.3 358.3

346.6

348.2 348.2

346.6

343.4 343.4

341.4

383.3 383.3

341.4

346.6 346.6

343.1
%%U荒川 %%U荒川343.1

343.4 343.4

金石橋 金石橋

343.2 343.2

337.7 337.7

336.8 336.8

333.0 333.0

396.0 396.0

349.6

347.3

349.6

347.3

356.6 356.6

352.6 352.6

377.2

356.1 356.1

377.2

370

386.2 386.2

370

378.8 378.8

石材部敷島工場

369.4

402.9

369.4

402.9

石材部敷島工場

牛句牛句

下桑木原 下桑木原

39
0

382.9 382.9

39
0

400.9

391.9

敷島緑陽園
399.2 399.2

391.9

400.9

敷島緑陽園

38
0

399.5

38
0

399.5

340.9

甲府北 甲府北

340.9

342.9

342.7

342.9

342.7

アピオセレモニーホール

371.9

343.0

アピオセレモニーホール

343.0

371.9

343.9

348.4

諏訪神社

343.9

348.4

諏訪神社

345.5

県道敷
島・竜王

線

345.5

県道敷
島・竜王

線

345.4 345.4

362.9 362.9

376.2 376.2

354.9 354.9

348.8 348.8

長光寺 長光寺

4

00

1

3

2

2
2

1

2

3

3

0

Ｓ＝１：３,０００

0 25 50 75 100m

2時間

1時間

：予測範囲
：等時間日影線(予測高さ1.5ｍ)
：予測地点

図 8-7-4（2）　等時間日影線図（牛句 IC 周辺）

8-7-11



88

事中） 事中）

363.5 363.5

36
0

36
0

（建設中） （建設中）

00

378.2 378.2

375.7 375.7

38
0

38
0

372.6 372.6

363.6 363.6

大神神社 大神神社

団子新居

371.5

370.8

団子新居

370.8

371.5

（建設中） （建設中）

362.7 362.7

364.9

（工事中） （工事中）

364.9365.2 365.2

372.2 372.2

368.8 368.8

375.5 375.5

8-7-12

Ｓ＝１：３,０００

0 25 50 75 100m

図 8-7-4(3)　等時間日影線図 (甲斐 IC・JCT 周辺 )：予測範囲
：等時間日影線(予測高さ4.0ｍ)
：予測地点

2時間

5時間

1時間

4時間
3時間



東部東部

343.8

諏訪大神社 諏訪大神社

343.8

331.9 331.9

6.9 6.9

中央本線

ＪＲ
330.4

ＪＲ
中央本線

330.4

34
0

34
0

東部婦人の家 東部多目的集会所 東部婦人の家 東部多目的集会所

329.3

元屋敷 元屋敷

329.3

331.2 331.2

日向橋 日向橋

公民館
上志田

陣屋橋

上志田

陣屋橋

船形神社

公民館

329.4

船形神社

329.4

六反川
六反川

328.7

327.7

初座池 初座池

327.7

328.7

消防団 第６部消防団 第６部

327.6 327.6

327.2 327.2

中村条 中村条33

338.8 338.8

336.7
市立西保育園

336.7
市立西保育園

田畑団地
市営住宅
田畑団地
市営住宅

327.6

330.8

妙善寺

327.6

330.8

妙善寺

田畑公民館

328.1

田畑公民館

328.1

PP

宇津谷 宇津谷

332.7 332.7

324.8 324.8326.6 326.6

327.8 327.8

330.4 330.4

4

県）甲府・韮崎線

ＪＲ中央本線

3

Ｓ＝１：３,０００

0 25 50 75 100m

図 8-7-4（4）　等時間日影線図（宇津谷交差点周辺）：予測範囲
：等時間日影線
：予測地点

8-7-13

4時間

2時間
1時間 3時間

5時間
第 1種中高層住居専用地域第 1種中高層住居専用地域

第 1種住居地域第 1種住居地域

第 1種中高層住居専用地域

第 1種住居地域



8-7-14

7.1.3 環境保全措置の検討

1) 環境保全措置の検討

予測結果より、道路（嵩上式）の存在に係る日照阻害に関しては参考となる指標を

下回ると考えられるため、環境保全措置の検討は行わないものとする。

7.1.4 事後調査

予測手法は科学的知見に基づくものであり、予測の不確実性は小さいと考えられる

ことから、事後調査は実施しないこととする。

7.1.5 評価

1) 回避又は低減に係る評価

計画路線は道路の計画段階において、大部分をトンネル構造として改変面積を極力

小さくする計画とし、日照阻害への影響に配慮し、環境負荷の回避・低減を図ってい

る。

このことから、環境影響は事業者の実行可能な範囲内でできる限り回避又は低減さ

れているものと評価する。

2) 基準又は目標との整合性に係る評価

整合を図るべき基準等は、表8-7-7に示すとおりである。また、予測結果と参考と

なる値を比較した評価結果は、表8-7-8に示すとおりである。

全ての予測地点で参考値を下回っており、基準等との整合は図られると評価する。
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表8-7-7 整合を図るべき基準等

（い） （ろ） （は）

日陰時間
地域又は区域 階

北海道以外 北海道の
の区域 区域

(1) 第一種低層住居専用地域又は第二種低層住居専用地域 一階 四時間 三時間

(2) 第一種中高層住居専用地域又は第二種中高層住居専用地域 二階 四時間 三時間

(3) 第一種住居地域、第二種住居地域、準住居地域又は近隣商業地
域若しくは準工業地域のうち土地利用の状況が第一種住居地 二階 五時間 四時間
域、第二種住居地域、準住居地域における土地利用の状況と類
似していると認められる区域

(4) 用途地域の指定のない地域のうち土地利用の状況が(1)から(3) 地域又は区域の状況に応じて
までに掲げる地域又は区域における土地利用の状況と類似して (1)から(3)までに準じて取り扱
いると認められる区域 う

＜備考＞
１ (い)欄の第一種低層住居専用地域、第二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、第二

種中高層住居専用地域、第一種住居地域、第二種住居地域、準住居地域、近隣商業地域若しくは準
工業地域又は用途地域は、それぞれ都市計画法（昭和43年法律第100号）第八条第１項第一号に掲
げる第一種低層住居専用地域、第二種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、第二種中高
層住居専用地域、第一種住居地域、第二種住居地域、準住居地域、近隣商業地域若しくは準工業地
域又は用途地域をいう。

２ (は)欄に掲げる日陰時間は、開口部が真南に面する居室に係る日陰時間であり、その他の居室に
ついては、当該居室の開口部の面する方位に応じて補正するものとする。

３ (ろ)欄に掲げる階以外の階に係る(は)欄の日陰時間は(は)欄に掲げる日陰時間を基準とし、公共
施設の高さ、公共施設と住宅との位置関係等の状況を勘案して定めるものとする。

注1）参考値とは、国等で整合を図るべき基準及び目標が定められていない場合、その項目の定量的な評
価を行う目安として用いた値である。なお、参考となる値は、「道路環境影響評価の技術手法 国
土技術政策総合研究所資料第392号」に基づき、「公共施設の設置に起因する日陰により生ずる損害
等に係る費用負担について」（昭和51年２月23日 建設省計用発第４号）より設定した。
なお、この参考値は、定量的な評価を行なう目安として用いた値であり、対象事業による環境影響
を当該基準値まで許容させるものではない。

出典：「公共施設の設置に起因する日陰により生ずる損害等に係る費用負担について」（昭和51年建設
省計用発第４号）において示されている別表

表8-7-8 評価結果

地点 予測地点 予測高さ 地形による 高架構造物設置後 公共施設注2）

番号 日影時間 の日影時間注1)

１ 桜井IC周辺 4.0ｍ 地形の影響なし 日影は生じない 2階で5時間

２ 牛句IC周辺 1.5ｍ 地形の影響なし 1時間以内 1階で4時間

３ 甲斐IC・JCT周辺 4.0ｍ 地形の影響なし 日影は生じない 2階で5時間

4時間以内 2階で4時間

４ 宇津谷交差点周辺 4.0ｍ 地形の影響なし

3時間以内 2階で5時間

注1）予測地域のうち、道路に最も近接する住居位置における日影時間である。
注2）「公共施設の設置に起因する日陰により生ずる損害等に係る費用負担について」（昭和51年建設省

計用発第４号）
注3）宇津谷交差点については、第一種中高層住居専用地域は「二階高さにおいて日陰時間が四時

間を超えないこと」、第一種住居地域は「二階高さにおいて日陰時間が五時間を超えないこ
と」を整合を図るべき基準とした。

注4）桜井IC周辺、甲斐IC・JCT周辺については都市計画法に基づく用途地域の定めがない地域で
あることから、地域の状況に応じて「二階高さにおいて日陰時間が五時間を超えないこと」
を整合を図るべき基準とした。




